胃癌における上皮増殖因子と上皮増殖因子リセプターの免疫組織化学的検討 by 杉山 和夫 & Sugiyama, Kazuo
医博甲第994号
平成３年３月31日
杉山和夫
ImmunohistochemicalStudyofEpidermalGrowthFactorand
BpidermalGrowthFactorReceptorinGastricGarcinoma
（胃癌における上皮増殖因子と上皮増殖因子リセプターの免疫組織化学的検討）
主査教授中西功夫
副査教授磨伊正義
教授中沼安二
学位授与番号
学位授与年月日
氏名
学位論文題目
論文審査委員
内容の要旨および審査の結果の要旨
EpidermalGrowthFactor（ＥＧＦ）はそのリセプターであるEpidermalGrowthFEctorReceptor
（ＥＧＦＲ）に結合して細胞の増殖を促す代表的増殖因子である。癌細胞においては自ら産生す
る増殖因子を受容して増殖するというautocrine機能を保有している可能性が指摘されている。今
回，癌細胞のこのような働きを解明するために胃癌222症例について免疫組織化学的に胃癌組
織中のＥＧＦおよびＥＧＦＲの発現の有無を調べ，病理組織像との比較検討を行った。
免疫組織化学的染色の後，すべての胃癌をＥＧＦとＥＧＦＲの染色性の有無によって以下の３
群に分類した。すなわち，１群：ＥＧＦ及びＥＧＦＲともに陰性の胃癌，２群：ＥＧＦまたはＥ
ＧＦＲ－方のみが陽性の胃癌，３群：ＥＧＦ及びＥＧＦＲともに陽性の胃癌。これらの各群と胃
癌組織像との比較検討を行った結果は以下の如く要約されろ。
１）ＥＧＦ陽性率は29％，ＥＧＦＲ陽性率は32％であった。222例中１群は123例（55％），２群
は６４例（２９％），３群は３５例（１６％）であった。
２）145例の進行癌の肉眼型においては，Borrmann3，４型の浸潤型の割合が１群，２群に比べ
て３群で有意に高率であった（Ｐ＜００１）。
３）病理組織学的な浸潤型（ＩＮＦｒに相当）の割合は１群，２群に比べて３群で有意に高率であ
った（Ｐ＜００１）。
４）組織型を分化型と低分化型に分けて比較すると低分化型の割合が１群，２群に比べて３群
で有意に高率であった（Ｐ＜001）。
６）間質の豊富な硬性型の占める割合は１群，２群に比べて３群で有意に高率であった(P＜0.01)。
６）粘膜内癌の割合は１群に比べて３群で有意に少なかった（Ｐ＜００５）。一方，漿膜を越え
て深達した胃癌の割合は１群，２群に比べて３群で有意に高率であった（Ｐ＜００５）。
７）転移形式との関係をみろと，１群，２群に比べて３群で腹膜播腫，リンパ節転移が多い傾
向が認められた。
以上，本研究はＥＧＦ及びＥＧＦＲ抗体の両者に反応してautocrine活性の可能性を有する胃癌
が存在することを示すとともに，このような胃癌は病理組織学的には悪性度の高いものであるこ
とを明らかにしたものであり，悪性度の判定さらには癌の生物学的態度を解明する上で有用なデ
ータを提供した労作であると評価された。
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